
政労使会議

日韓商工会議所首脳会議

実情踏まえた政策求める

未来志向の協力推進へ共同宣言採択

政府は2025年11月25日、政労使の意見交換
を首相官邸で開催した。会議には、日本商工会議
所の小林健会頭のほか、使用者側から日本経済
団体連合会の筒井義信会長、全国商工会連合
会の森義久会長、全国中小企業団体中央会の森
洋会長、労働者側からは連合の芳野友子会長、
政府からは高市早苗首相ら主要閣僚が出席し、
26年春季労使交渉に向け、意見交換を行った。

小林会頭は、日商調査において25年度に賃
上げを「実施」「実施予定」と回答した中小企
業の合計が８割を超え、賃上げ率は4.73％だっ
たことに触れ、随時賃上げに取り組む中小企業
の実情を踏まえながら、政策を検討していく重
要性を指摘した。一方で、賃上げを実施する中
小企業の６割が、深刻な人手不足などを背景と

日本商工会議所と大韓商工会議所は2025年
12月８日、「第８回日韓商工会議所首脳会議」
を韓国・済州で開催した。日韓国交正常化60
周年を記念した今回の会議では、少子高齢化
など、両国に共通する社会課題を取り上げ、
意見交換を行った。会議終了後には、意見交
換の内容を踏まえて共同声明を採択。両国が
直面する課題解決に向けた連携・協議などの
方針を確認した。

会議には、日本側から日商の小林健会頭をは
じめ、上野孝副会頭（横浜・会頭）、川崎博也
副会頭（神戸・会頭）、藤﨑三郎助副会頭（仙台・
会頭）ら35人、韓国側から大韓商工会議所の
崔泰源（チェ・テウォン）会長、梁在生（ヤン・ジェ
セン）副会長（釜山・会長）ら62人の合計97

した「防衛的賃上げ」であることから、「生産
性向上と価格転嫁を両輪で進めることが不可
欠」との認識を示した。

高市首相は、「賃上げを事業者に丸投げせず、
継続的に賃上げできる環境を整備する」との考
えを表明。11月21日に閣議決定した総合経済対
策で、賃上げに取り組む中小企業などの成長投
資支援を抜本的に強化する方針を打ち出したこ
とを説明するととも
に、物価上昇に負け
ないベースアップ
の実現に向け、23・
24年並みの水準で
の賃上げを経済界
に要請した。

人が出席。会議では、「両国の未来志向の協力
を共に考える」をメインテーマに両国に共通す
る社会課題を取り上げ、専門家を交えた特別
対談を行ったほか、商工会議所間を含めた地
方間交流などについて意見交換した。

小林会頭は開会あいさつで、「世界経済にお
ける先行きの不確実性が一層高まる中、貿易
立国である両国が持
続的に発展するため
には、多国間の枠組
みを重視し、自由で
開かれた国際経済体
制を守っていかなけ
ればならない」と強
調した。
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政労使会議に出席した小林会頭（右端）と高市
首相（左から４人目）

共同声明を採択する小林会頭（右）と崔会長
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日本商工会議所発行の旬刊紙・月刊誌のご案内

日本商工会議所発行の月刊ビジネス情報
誌。経営や地域活性化のヒントになる好
事例を紹介する特集や各界で活躍する著
名人の素顔に触れる「あの人を訪ねたい」
など、厳選の企画・連載が目白押しです。

日本商工会議所が月３回発行する
新聞。日商や全国各地の商工会
議所の政策提言や事業活動をはじ
め、ビジネスに役立つ情報が満載
です。

月３回発行（１日、11日、21日）
１部187円  年間購読料4,400円（送料・税込）

毎月10日発行
１部605円  年間購読料5,700円（送料・税込）

日本商工会議所の
ビジネス情報誌

地域・中小企業を元気にする

お問い合わせ先

商工会議所は、地域の商工業者の応援団です。

購読申し込み、
広告出稿のご案内
はこちら

購読申し込み、
広告出稿のご案内
はこちら

地域・中小企業を元気にする

リーダーの横顔

塩谷 雄一
高岡商工会議所 会頭 
塩谷建設株式会社 取締役会長

こうしてヒット商品は生まれた！

生ノースマン
千秋庵製菓

特集2

中高年労働者の
事故を防ぐ
「安全体力®」とは

あの人を訪ねたい

松丸 奨
管理栄養士・栄養教諭

特集1

〝もうかる農林水産業〟を
 グッと後押し企業
〝もうかる農林水産業〟を
 グッと後押し企業

令和６年12月10日発行（毎月１回10日発行）第44巻
第９号　通巻535号　昭和55年８月20日第三種郵便物認可

令和７年１月10日発行（毎月１回10日発行）第44巻
第10号　通巻536号　昭和55年８月20日第三種郵便物認可

リーダーの横顔

神野 吾郎
豊橋商工会議所 会頭 
株式会社サーラコーポレーション 代表取締役社長兼グループ代表・CEO

こうしてヒット商品は生まれた！

竹島水族館
 

特集2

2025年、
日本経済は
激変するのか

あの人を訪ねたい

パトリック ユウ
スポーツMC・スタジアムDJ

地域・中小企業を元気にする
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第66回ニッポンおみやげアワード

入賞61商品を選定
日本商工会議所と全国観光土産品連盟は

2025年12月16日、全国各地の優れた観光土産
品を選定する「2025年度（第66回）ニッポン
おみやげアワード（全国推奨観光土産品審査
会）」の入賞商品を発表した。審査部門は「菓
子」「食品」「民工芸」と、インバウンド（訪日
客）をターゲットにした「グローバル」の４部
門。今回は全国274事業者から466商品が出品
され、延べ61商品を選定した。

同審査会は、観光土産品の育成・発掘に資
することを目的に、1960年度から毎年開催。
全国各地の優れた観光土産品の中から優れた
ものを「全国推奨観光土産品」として推薦し、
特に優れた土産品に、４大臣賞、日商会頭賞
などを授与している。受賞商品は、「NIPPON 
OMIYAGE AWARD」のロゴが使用できるほ
か、全国の信用金庫約７千店舗のネットワーク
を活用した「よい仕事おこしネットワーク」が
運営する「お取り寄せガイド」への掲載など、
広報PRの支援を受けられる。

主な受賞商品一覧は右表のとおり。 あじわい鍋みそ
煮込うどん

瀬戸内の八朔
せとこまち

おふきpetit 冷感北斎平盃
３点セット

2025年度（第66回）全国推奨観光土産品審査会入賞品（抜粋）
賞の種類 部門 商品名 業者名

厚生労働大臣賞 菓子 瀬戸内の八朔せとこまち にしき堂

農林水産大臣賞 食品 あじわい鍋みそ煮込うどん なごやきしめん亭

経済産業大臣賞 民工芸 冷感北斎平盃３点セット 丸モ高木陶器

国土交通大臣賞 グローバル おふきpetit 日根野勝治郎商店

観光庁長官賞 全部門 マンホール煎餅 街しるべ 越乃雪本舗大和屋

日本商工会議所
会頭賞

菓子 らっかせい最中 富井

食品 みやぎのリッチフレークセット 末永海産

民工芸 森のタンブラー  
梨（RE):BORN 松戸 ZEPHYRS

グローバル 超特撰 白雪 江戸元禄の酒
（復刻酒）原酒 小西酒造

伝統的酒づくり
賞

４合瓶
超特撰 白雪 伊丹諸白 本醸造 小西酒造

石見神楽 純米大吟醸 都錦酒造

小瓶（180cc）岡山城 利守酒造

焼酎 情け嶋 八丈興発
みりん 蓬莱（手造り本みりん） 渡辺酒造店


